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SARによる地殻変動計測

SAR Measurements of Crustal Deformation
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　本講演では，合成開口レーダーの地殻変動計測への応用に関して，主にコヒーレンスとGPSとの融合について議論
する予定である。

１．合成開口レーダー（SAR）のコヒーレンス（干渉性）
　干渉 SAR技術を地殻変動観測に適用する際，コヒーレンス（干渉性）は重要な要素である。干渉画像のコヒーレン

スが高いほど変位計測の精度が高く，コヒーレンスがない場所からは変位情報が得られないからである。干渉 SARのコ
ヒーレンスの高さを左右する要因として，後方散乱波の S/N比，位相傾斜，干渉画像ペアの時間間隔，misregistration等
解析方法関連が考えられる。
　位相傾斜に関する理論的考察を行った結果，位相のフリンジレートが高ければ高いほど後方散乱波の周波数スペク

トルが（マスター画像とスレーブ画像間で）重なる部分が少なくなって干渉性が低くなり，フリンジレートがレーダー
バンド幅と等しくなると，周波数スペクトルが重ならなくなり，干渉がなくなる（decorrelation）ことがわかった。
　この理論は，地殻変動計測にも適用でき，ALOS PALSARの FBSモードは非常に優れた性能を有することが確認さ

れた。2005年パキスタン地震（Mw=7.6）の際，ENVISAT ASARの干渉画像において，最も地殻変動量の大きい上盤側
でほとんどコヒーレンスが得られなかった。この理由をレーダーバンド幅とフリンジレートの関連から理論的に考察し
たところ，地殻変動の gradientが約 3mm／mを超えるとコヒーレンスが得られないこと，また，この地殻変動 gradient
の臨界値はセンサによって異なり，JERS-1は ERS-1や ENVISATに比べて約４倍大きく，PALSAR（FBS）ではさらに
その約２倍の臨界値をもつことがわかった。すなわち，PALSARの FBSモードは，大地震の場合に震源断層の真上に生
じる大きな地殻変動を ENVISATの約 7.6倍の gradientまで捉えられるという大きな長所がある。一方，FBDでは，この
利点が半減してしまうため，観測計画には工夫が必要である。

２．GPSとの融合　 GPS+SAR　 GEONET+ALOS
　可能なら，三次元的な地殻変動を高時間分解能で計測できるGPSと高い空間分解能で地表変位を計測できる SARの

長所を組み合わせる GPS+SAR統合解析技術について，現状を報告したい。


